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イベントを創出するなど, 地域に美しさ, たのしさ, 
よろこびを創り出す市民自発の, 無償の営みが全国
各地に広がっている（1）。」






げ, 次世代に継承していくことを目的 (2)」に , 2016 年
8 月 27 日に「イラストレーター毛利彰の会」が , 長
男毛利葉を中心に発足し , 後述の様々な活動をおこ
なっている。










田町）に生まれ , 岡倉天心から強い影響を受け , 横
山大観と共に近代日本画の天才と称せられたが , 36
歳でその生涯を閉じた。当初 , 彼の技法は , 従来の
日本画に欠かせなかった輪郭線を廃した無線描法を





 こうした春草の業績を顕彰しようと , 1947 年に市
民主体の「春草会」が発足し , 法要や講演会などを
行ってきたが , 1954 年には , 後に国の重要文化財と
なる 3点を含む代表作 8点の展覧会を開催している。
この展覧会は , 当時 , 飯田市には美術館はなく , 八
十二銀行飯田支店の 3 階で行われた。
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「地域に美しさ , たのしさ , よろこびを創り出す市
民自発の , 無償の営み」こそが , そこに生きる人々
には, まず , 重要なことであり , 「イラストレーター
毛利彰の会」がそれを担うのではないかと期待され
ている。
 本稿では , 第 1 章で毛利彰の人と作品を論じ , 第 2
章で地域における「毛利彰」をテーマとした文化運
動の全体像を提示し , 第 3 章で「イラストレーター
毛利彰・原画展 IN 鳥取大学」の実績と評価につい
て, 第 4 章でこの「地域での文化運動」を総括する。
（安藤隆一）
第 1章 毛利彰の作品：リアリズムの内実 
 本章では , 毛利彰の作品について論じていく。毛
利彰は, 1935 年鳥取市本町で生まれ , 57 年に上京し,
伊勢丹のイラストレーションを 14 年間にわたって
手がけた。その後 , 2008 年に 73 歳で亡くなる直前ま
でフリーランスのイラストレーターとして活動した。
2019 年 1 月に刊行した『イラストレーター毛利彰の
軌跡：鳥取美術と戦後日本のイラストレーション史
























































































アン＋ロセンナー, バンドセンナー」 , 床に「バン









かにも色を見る」 (8)とコメントしており , 色彩感覚
について相応の自信を持っていたことが窺える。
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 2008 年 4 月 7 日 , 毛利彰が故郷鳥取の療養先で亡
くなったとき , いち早く偲ぶ会を企画したのは , 伊
勢丹時代から共に仕事をしてきたスタヂオ・ユニの
同僚だった。亡くなって 1 か月後の 2018 年 5 月 17
日には早くも東京銀座の三笠会館で「毛利彰さんを
偲ぶ会」が開催された。さらに同年 9 月 22 日～26
日には, 同じく東京銀座のクリエイションギャラリ





や宇野亜喜良 , 和田誠, 山口はるみといった著名な









鳥取でも , すでに 1970 年代後半から鳥取県立博






没後 1 年となった 2009 年 4 月 4 日～11 日には , 画
家の山本恵三や鳥取県デザイナー協会が中心となっ
て, 「毛利彰遺作展」が宝林堂ギャラリーで開催（主
催：毛利彰展実行委員会）され , 翌年（2010 年）の
4 月 9 日～5 月 9 日には「毛利彰遺作展」が鳥取市あ







2 「イラストレーター毛利彰の会」発足（2016 年 8
月 27 日）










鈴木英之らを加え , 会の発足が模索された (11)。
その後, “毛利彰の仕事・作品を整理し , 鳥取の
まちに活かす活動をはじめよう！”と , 「毛利彰の
会（仮称）」を立ち上げ（2015 年 11 月） , 原画を見
たり, ゆかりのある方々の話を聞きながら , まず毛
利彰の仕事を知ろうということで勉強会を開くこと
となった(12)。












明らかにするとともに , 多様な参加を得て , 生誕地
鳥取のまちに活かし全国へ発信することを通して ,
絵画やイラストレーションの魅力を広げ , 次世代に












 発足から 2 年半は , (2)の「作品の公開」がメイン
となった。2017 年 1 月の山陰合同銀行鳥取ギャラリ
ーを皮切りに , 特に , 毛利彰没後十年の 2018 年は,
鳥取市あおや郷土館「毛利彰とその家族」イラスト
レーション展 , 鳥取県立図書館 , わかさ生涯学習情
報館, 南部町立図書館, 鳥取大学附属図書館での
「本の仕事」原画展 , 日南町美術館での「毛利彰の
仕事」原画展が開催され , 喫茶店や銀行に 1960 年後
半から 1970 年初頭当時の伊勢丹ポスターのミニ展
示も行われた。また , 『とっとり NOW 117 号』で
14 頁の特集が組まれ , 会の存在を地域にアピールす
る年となった。とくに , 鳥取大学では学内で実行委
員会がつくられ , 附属図書館 , コミュニティ・デザ










栄一, 瀧順子 , 毛利みき）の紹介を兼ねて「イラス
トレーションによるまちづくりフォーラム」も開催
された《地域に活かす実践》。そして , 翌年（2019






(1) 2016 年 8 月 27 日 城下町とっとり交流館
高砂屋「イラストレーター毛利彰の会＆設
立総会」参加 28 名, 講演「鳥取民藝美術
館の運営から学ぶ」木谷清人（公益財団法
人鳥取民藝美術館常務理事）
(2) 2017 年 1 月 21 日～29 日 山陰合同銀行鳥
取ギャラリー「イラストレーター毛利彰
私の好きな一点展」参加 438 名
(3) 2017 年 6 月 24 日 県民ふれあい会館「第




(4) 2017 年 12 月 9 日～2018 年 1 月 8 日 鳥取
県立図書館「イラストレーター毛利彰『本
の仕事原画展』」参加約 800 名
(5) 2017 年 12 月 9 日 鳥取県立図書館「トー
ク＆講演会」参加 47 名 , トーク・講演「イ
ラストレーター毛利彰と本の世界」筒井宏
樹（同上） , 永井伸和（認定 NPO 法人本
の学校理事）, 毛利葉（イラストレーター
毛利彰の会代表世話人）
(6) 2017 年 12 月 16 日 鳥取県立図書館「ワー





(7) 2018 年 3 月 1 日～27 日 わかさ生涯学習情
報館「イラストレーター毛利彰『本の仕事
原画展』」参加約 200 名 , 同年 3 月 25 日 同
館ロビー「トーク」毛利葉（同上）参加
10 名




(9) 2018 年 6 月 11 日～7 月 6 日 鳥取大学附属
図書館及び鳥取大学 CDL「イラストレー
ター毛利彰原画展 IN 鳥取大学」 , 6 月 21
日, 26 日 附属図書館「トーク毛利彰と本
の仕事」毛利葉（同上）参加約 35 名 , 6 月
17 日 CDL 講演「毛利彰と鳥取」筒井宏





(10) 2018 年 7 月 6 日 鳥取大学附属中学校研究
大会「毛利彰」をテーマに研究授業 木村
信一郎教諭（美術）
(11) 2018 年 7 月 14 日～8 月 26 日 鳥取市あお
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や郷土館「没後 10 年記念イラストレーシ
ョン展 毛利彰とその家族」参加 1,884 名 , 7
月 14 日 同館展示室「ギャラリートーク」
毛利みき（イラストレーター , 毛利彰長





ター）, 筒井宏樹（同上）他 参加約 80 名
(12) 2018 年 9 月 21 日～10 月 7 日 日南町美術
館「イラストレーター毛利彰の仕事」展 参
加 305 名
(13) 2018 年 10 月 6 日 県民ふれあい会館「第 3
回定例総会」参加 11 名
(14) 2018 年 11 月 20 日 青谷中学校でのミニ展
示と研究授業 河本俊顕教諭（鳥取県エキ
スパート認定教員：美術）













（同上） , 2019 年 1 月 31 日発行 , 500 円税
別, A5 判 64 頁 , 鳥取県文化芸術活動支援
補助事業
 発足から２年余りが経過したが , この会に専念で
きる人材はいない。忙しい日々の暮らしの中で会の
活動に時間を割けるメンバーも少なく , 遅々とした
歩みである。しかし , すでに 3 回の総会と 19 回の世
話人会を開催し（2019 年 1 月 31 日現在）, ボラン
タリーな市民文化活動として着実に前進している。
それは, 自発的な意思で参加し , 誰からの指示も受
























会の持続的発展のためにも , 法人化を見据え, 会費
や寄付金 , ブックレット , ポストカード , クリアフ
ァイルの普及による事業収入の確保等 , 収益を上げ
る取り組みが必要となっている。（毛利葉）







のネットワークが充実しており , 2016 年度には「地
域の役に立つ図書館」としてその強固な連携事業が
評価され , NPO 法人知的資源イニシアティブの主催






 実施したのは , 鳥取県立図書館（2017 年 12 月 9
日～2018 年 1 月 8 日）, わかさ生涯学習情報館（2018
年 3 月 1 日～27 日）, 南部町立天萬図書館（2018 年
4 月 1 日～25 日）および , 鳥取大学附属図書館中央
文化運動としての「イラストレーター毛利彰の会」に関する研究
図書館（2018 年 6 月 11 日～7 月 6 日）である。
この項では , 鳥取大学での原画展について記述し ,
図書館 , 特に大学図書館において毛利彰の周知活動
を行う意義について考えたい。
鳥取県立図書館 , わかさ生涯学習情報館 , 南部町
立天萬図書館と続く本展を , 鳥取大学で実施する目




一日の入館者数平均は 1,700～1,800 人, これは鳥取
キャンパスに在籍する学生の約 3分の 1 に相当する。
さらに, 特によく利用される 1 階のラーニングコモ
ンズ（協調学習スペース）はその入館者の約 7 割を
しめる。また , 鳥取大学は , 鳥取県出身の学生の割












(1) 作 グリム , 文 藤田圭雄『しらゆきひめ』
偕成社, 1968 年
(2) 手塚治虫『火の鳥 鳳凰編』角川書店 , 1986
年
(3) 笹沢佐保『真夜中に涙する太陽』カドカワ
ノベルズ , 1987 年
(4) 岩川隆『上着をぬいだ天皇』角川文庫 , 1987
年
(5) 五木寛之『風の王国』新潮文庫 , 1987 年
(6) 大岡昇平『野火』新潮文庫 , 1987 年
(7) 西村寿行『凩の犬』角川書店 , 1991 年









(12) 山田風太郎『妖異金瓶梅』廣済堂文庫 , 1996
年
(13) 早坂倫太郎『大岡奉行影同心一 幻蝶軒人
剣 疾風烏狩り』廣済堂文庫 , 1999 年
(14) シェークスピア『ロミオとジュリエット』
永岡書店（未発行原画） , 1988 年頃
(15) 宮沢賢治『銀河鉄道の夜』永岡書店（未発
行原画） , 1988 年頃
＜原画（企業等広告）＞
(1) 日蓮 700 遠忌 ポスター , 1980 年
(2) ミスタードーナツ パッケージ, 1984 年
＜書籍＞
(1) 飯干晃一『狼どもの仁義』講談社 , 1974 年
(2) 曽野綾子『テニス・コート』角川書店「野







秋田文庫 , 1996 年





写真 1 ロビーに展示された「原画」と「書籍」 
また, 会期中に二回 , 毛利葉によるギャラリート
ークを実施した【写真 2】。時間帯を入館者の多い昼
休みに設定し , 30 分間 , 展示スペースを巡回しなが
ら資料の説明を行う形式とした。トークの内容は ,
毛利秋晃と毛利彰の人となりに始まり , 原画や書籍
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や郷土館「没後 10 年記念イラストレーシ
ョン展 毛利彰とその家族」参加 1,884 名 , 7
月 14 日 同館展示室「ギャラリートーク」
毛利みき（イラストレーター , 毛利彰長





ター）, 筒井宏樹（同上）他 参加約 80 名
(12) 2018 年 9 月 21 日～10 月 7 日 日南町美術
館「イラストレーター毛利彰の仕事」展 参
加 305 名
(13) 2018 年 10 月 6 日 県民ふれあい会館「第 3
回定例総会」参加 11 名
(14) 2018 年 11 月 20 日 青谷中学校でのミニ展
示と研究授業 河本俊顕教諭（鳥取県エキ
スパート認定教員：美術）













（同上） , 2019 年 1 月 31 日発行 , 500 円税
別, A5 判 64 頁 , 鳥取県文化芸術活動支援
補助事業
 発足から２年余りが経過したが , この会に専念で
きる人材はいない。忙しい日々の暮らしの中で会の
活動に時間を割けるメンバーも少なく , 遅々とした
歩みである。しかし , すでに 3 回の総会と 19 回の世
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会の持続的発展のためにも , 法人化を見据え, 会費
や寄付金 , ブックレット , ポストカード , クリアフ
ァイルの普及による事業収入の確保等 , 収益を上げ
る取り組みが必要となっている。（毛利葉）







のネットワークが充実しており , 2016 年度には「地
域の役に立つ図書館」としてその強固な連携事業が
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による非来館型図書館を推し進めながら , かたや ,
活字離れを食い止めるべく紙の書籍の貸出冊数増加
策にも知恵をしぼっている。鳥取大学附属図書館も











ある。そして , 肝要なのは , それがいつも利用者（学
生）の身近に存在することである。
今回 , 毛利彰の「本の仕事」から出発し , 書籍→
図書館という連想から開催した原画展であったが ,
約 1 か月の会期中 , 展示を目にした図書館利用者は





























 展示作品は , 伊勢丹ファッションポスターやその




風景〉など 17 点。 2018 年 6 月 11 日から 7 月 6 日
の展示期間で地域住民 , 教職員 , 学生合わせ延べ





いただくものである。 アイデアを付箋に書き , ホワ
イトボードに貼ってもらった【写真 3】。 他の方の







 出されたアイデアを「展示系」 , 「イベント系」,
「グッズ活用」 , 「その他」の 4 項目にグループ分
けをした。
写真 3 参加者による付箋でのアイデア出し 
写真 4 グループ分けしたアイデア 
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第 4章 新たな地域での文化運動として 









よると, 「1978 年の開館から 30 年以上も「ミレー
の美術館」として親しまれている山梨県立美術館。
現在では , 約 1 万点の絵や彫刻を所蔵しています。
それらは「ミレーとバルビゾン派の作品」と , 「山
梨県に関係の深い作品」に大きく分けることができ
ます」とある。この美術館の観覧者数は 2018 年 3
月末までに , 延べ約 1,332 万人にのぼるという。こ








美術館は , 見事な船出ができ (14)」, 現在, 地域の文化
振興や観光資源としても成功を収めている事例とい
える。
また, 2004 年に開館した金沢市立金沢 21 世紀美術
館は, 年間入館者数が 130 万～170 万人程度で推移


















ではないし , まず敷居が高いと思われている (15)。」
このように , 公立美術館の全てが十分に地域文化
の活性化や地域振興に寄与しているわけではない。
































交った(18)」と , 必ずしも地域住民の手による , 本来
の「地域づくり」という側面では問題点を残してい
るようだ。
もちろん , ここいう問題に対して, 「こへび隊」
という「世代・ジャンル・地域を越えた」自主的な
ボランティアを組織して , 地域への浸透を図り , 理
解を深めるようにしている。そして , その内容は,
「メンバーは流動的ですが , これまで約 2000 名を
超える中高生から 80 代まで幅広い世代の人々が首
都圏を中心に全国および海外から集まっています。
美術や建築に限らず , 経済 , 福祉 , 社会学 , 語学な
どを学ぶ学生や , 主婦や仕事を持つ人から , 作家や
スタッフの家族まで多様な人々が参加しています
(19)。」である。





ものではない。だから , 当然 , 住民は「何のために





































そうした中 , 逆に , 鳥取大学附属図書館や同 CDL

















る２』学陽書房 , 1988 年, 1 ページ。
(2) イラストレーター毛利彰の会 会則第 3 条
(3) 小林真理編著『文化政策の現在３ 文化政策の展望』
東京大学出版会 , 2018 年, 87 ページ。
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ページ。また , 下記の文献を参照した。山陰むしの会編著
『山陰のチョウたち』山陰中央新報社 , 1994 年。毛利彰の
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『角秋勝治対談集 創造への旅Ⅱ』今井書店 , 1996 年, 236
～237 ページ。




の日々＠好日」2008 年 9 月 25 日）
(10) 2011 年 8 月 1 日～31 日 廣島蝶鮫青空館 ひろしま
NPO センター空き家を活用した芸術作品展「イラストレ
ーター・毛利彰の世界」（広島市佐伯区湯来町）
2012 年 4 月 22 日～5 月 31 日 NPO 法人遠足計画 遠足文
庫オープニングイベント「毛利彰原画展」（鳥取市河原町）
2015 年 4 月 1 日～30 日 アートギャラリークレマティス
企画「毛利彰展」（鳥取市今町）
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(16) 寺岡寛『地域文化経済論―ミュージアム化される地
域』同文館出版, 2014 年, 28 ページ。
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策』東京大学出版会 , 2018 年, 53 ページ。
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 Arithmetical / Mathematical Thinking of High School Students with Light Intellectual Disability 
and Educational Guidance
—Acquisition of Rough Calculation Through a Game-Based Class—
KIKKAWA Nayu*,  MIKI Hirokazu** 
 
キーワード：軽度知的障害児、概数、ゲーム的授業、教育的指導 















回卒業研究の対象とし, 協力してくれた T 大学附属特別
支援学校の高等部２年生の生徒たちであった. 生徒たち
は非常に仲間思いであり, 誰かが困っていると必ず声を












が目標の生徒たちが参加していた. その中で, 100 円玉を
10枚, 10円玉を 10枚持っていて, “230円を払う”とい
うときは 100円玉を２枚と 10円玉を３枚出すことができ
るが, 10 円玉を持っておらず, 100 円玉を 10 枚だけ持っ
ていて, “230円払う”というときは, 本来なら 100円玉
を 3枚出せばいいのだが, それができなかった. あるだけ
の 100 円玉をすべて出す生徒や, 何枚出せばいいのかわ
からず固まる生徒がおり, それが強く印象に残った. なぜ
300円を出すことができないのか, お金に触る経験が少な
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